
「The Global Eye」は 、グローバル視点で
注目を集める商品・サービス・人を取り上げます。

2015年2月11日、世界中から7000人の信者が集まる「世界病者の日」に、大里研究所 理
事長の林 幸泰はバチカンに夫妻で招待され、ローマ教皇フランシスコに謁見する栄誉を受け、
予防医学の重要性についてローマ教皇と直接お話し、Immun' Âgeを手渡しました。Immun' 
Âgeのバチカンとのストーリーは、2002年に遡ります。ノーベル医学・生理学賞受賞者の
リュック・モンタニエ博士がパーキンソン病に悩んでおられた当時のローマ教皇ヨハネ・パウ
ロ2世に健康回復のため直接手渡されました。また、2012年には、バチカンにて前ローマ教
皇ベネディクト16世にOSATOチームがImmun' Âgeを手渡すという二度目の栄誉に浴しまし
た。そして今回、ローマ教皇への三度目のImmun' Âge献上です。
Immun' Âgeは2012年からバチカン薬局で販売されています。

Immun' Âge handed to Pope Francis　Italy

カリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）では、ガ
ン患者さんに治療を続けていく中で生じる様々な困難を
克服できるように効果的なサプリメントを販売していま
す。Immun' Âge は免疫を高める食品として病院で購入
できます。

UCLA総合腫瘍学センター　USA

2014年12月1日、ローマにあるイタリア下院議員会
館にて感染症予防対策のプレスカンファレンスが開催さ
れました。
モンタニエ博士をはじめイタリア厚生大臣、メディア代
表など幅広いスピーカーが参加。AIDS、エボラなどの感
染症における予防の重要性を示しました。

2014 イタリア下院議員会館　Italy

2015 年 1 月 15 日～ 17 日インドのム
ンバイにて、オハイオ州立大学と All India 
Institute of Medical Sciences（AIIMS：国立
全インド医科学研究所）主催の国際会議が開
催されました。
FPP session ではノーベル医学生理学賞受賞
者モンタニエ博士、大里研究所理事長 林が座
長となり、ヘブライ大学 ,Prof.Fibach の「FPP
の放射線防御の研究」、Wolfson Medical 
Center, Prof.Rachmilewitz の「FPPの地中海
貧血（Thalassemia）患者に対する効果の臨床
研究」、最後に、オハイオ州立大学 ,Dr.Roy の
「FPPの糖尿病患者に対する免疫向上効果の
臨床研究」が発表され、それぞれ分野が異な
る研究者たちが FPPの可能性、その効果の
メカニズムについて熱い議論を交わすことが
出来ました。

H3C HEALTH SCIENCES INNOVATION　
CONFERENCE　India

オハイオ州立大学、Prof. ChandanのFPPとⅡ型糖尿病患
者の臨床研究の発表。ミラノ万博開催中に、唯一行われた
学会であり、慢性疾患における新しい予防が示唆されまし
た。アメリカ、ヨーロッパから多くの学者が参加しました。

Milano Expo 2015慢性疾患の予防学会 Italy

冬は世界中を飛び回るジェットセッターにとって風邪など
の感染リスクが高まる季節。2014年冬、シャル・ル・ドゴー
ル空港の薬局で Immun' Âgeのプロモーションが開始。多
くのエアライン関係者から注目を集めています。

Le Mans24時間レース（2015）　France

2015年、アストンマーティンと共に今年最後の24時
間レースであるル・マンに参戦した。レース主催者である
ACO(フランス西部自動車クラブ )のゴルフ大会President 
Cupでは、3名のアマとプロ一人がチームを作り、サル
トサーキット内にあるCountry Club of Le Mans でプレー
する。Immun' Âgeは3年前から参加しており、昨年は2
位、今年は優勝に輝きました。

Charles de Gaulle Airport　France

大里研究所は2015年3月パリ、UNESCO（ユネスコ）
内に事務所を開設。この事務所を拠点に、高齢化社会にお
ける医療費削減をめざし、ユネスコとともに若者たちへの
教育による予防医学の普及に努めます。

OSATO Research Institute Paris, UNESCO　France

スペイン王妃は、健康に非常に気を使い、いつまでも若々
しいことで有名ですが、スペインのメディアLA RAZON
にその秘密が Immun’ Âgeにあると報道されました。

スペインのメディアで、
Immun' Âgeが話題に！    Spain

今年2回目の24時間レースは2015年５月16‐17日、
ニュルブルクリンクで開催されました。Aston Martin CEO
のDr. Bezがニュル24時間レースに参加し、Immun' Âge
を愛用し始めて10年目の年となりました。Dr. Bezは最
後の24時間レースで見事、クラス優勝を果たしました。

Nürburgring24時間レース（2015）Germany

Silverstone24時間レース　England

Immun' Âge がサポートするAston Martin は 100年以
上の歴史からレースとの関わりが深くCEO自らが24
時間レースに参戦。新しいCEO Andyにとっても初挑戦。
自ら Immun' Âge の時差ボケへの効果を体験。レースに
も愛用し、見事総合5位で最終ドライバーとしてチェッ
カーフラッグを受けました。
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The Global Eye
 世界が注目

Immun’ Âgeを製造している株式会社大里ラボラトリーは、
ISO9001, ISO14001, ISO22000, FSSC22000の 4
つの規格を取得しており、その卓越した工場運営により、
経済産業省から取材を受け、活用事例集として2015年
4月掲載されました。

経済産業省ISOマネジメントシステムの取材　Japan
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Immun' Âge and Inflammaging  （ＦＰＰと炎症性老化）

人は生まれてからすぐに、環境からさまざまな物理的、化学的、生物学的ストレ
スを受け、たたかい始めます。我々の身体には、これらのストレス要因とたた

かうための防御システムが備わっています。この防御システムの中で、防御機能の
ネットワークや抗ストレス反応が働くことによって、抗老化のメカニズムに重要な
役割を果しています。
　大多数の人々が健康で長生きをしたいと思うのは自然なことです。健康で長生き
するために、環境的ストレス要因から自分の身体を守り、寿命に影響を与える要素
に修正を加えることは可能です。では、どのように自分の身体を守ればよいのでしょ
うか。それは食生活、習慣、環境の改善や、個人が持つ遺伝的要素と、大いに関係
があります。
　予測医学と呼ばれる新しい医学では、遺伝的要素を分析することで、その人が将
来どのような病気にかかりやすいかという遺伝的リスクを知って、そのリスクに対
応することができます。
　また予防医学の見地からは、環境的ストレス要因と深い関わりのある酸化ストレ
スのパラメーターを測定し、酸化ストレスの関与する食習慣などの生活習慣や生活
環境を改善することで病気を未然に防ぐことができます。我々の身体の防御システ
ムにおいて、重要な役割を果しているのは免疫システムと抗酸化システムです。
　20世紀以降、薬、ワクチン、予防薬、衛生学などの医学の進歩に伴い、平均寿命
は劇的に伸びました。しかし、一方で、空気汚染（工場、車の排気ガスなど）、食品
汚染（水や食品の農薬汚染など）、放射能（長距離飛行中の電磁場による宇宙線、走
査線、X線、原子力 .発電所の問題による放射性物質など）のストレス要因も増えて
います。激しいスポーツや、重労働による心理・社会的ストレスにより健康を害す
る人もいます。
　残念なことに、我々の身体の防御システムは加齢により衰えます。前述のストレ
ス要因が集積し身体を攻撃すると、結果として急速に老化が進みます。このような
攻撃の中でとくに直視しなければならないのが、「炎症性老化」と呼ばれる慢性の全
身炎症です。
　高齢化社会が進むにつれて、健康で歳を重ねるために自分の身を守る方法を見つ
けることが必要になってきます。前述のように、予測医学や予防医学の見地から、我々
は様々な環境的ストレス要因に対処できます。汚染への暴露を出来る限り低減し、
身体によい食品を摂取することで、防御システムの衰えをサポートすることが可能
です。
　ＦＰＰは、我々の身体の免疫システムと抗酸化システムの両方を強化することが
できる食品で、健康に年を重ねるための解決方法の一つであると考えます。
　大里研究所では、ＦＰＰを用いて数多くの臨床研究を行い、抗酸化作用と免疫強

化作用を持つ、この発酵食品が我々の身体を守
り、健康に年を重ねることを助ける可能性を証
明してきました。
　炎症性老化は、我々が年を取るときに払わな
ければならない対価であるとも言えます。なぜ
なら年をとると免疫システムが低下し、TNF-
αや IL-6といった炎症性サイトカインが慢性的
に産生されるようになるからです。これらは酸
化ストレスと結びついて全身の慢性炎症を引き起こします。100歳以上の超高齢者は、
炎症性サイトカインを低レベルに維持し、全身性の炎症を抑えることができるので、
健康的な長寿を享受しています。つまり、炎症性サイトカインを低レベルで維持し、
酸化ストレスを低い状態に保つことが、年をとっても健康でいるための秘訣なので
す。
　ＦＰＰは、TNF-αや IL-6 といった炎症性サイトカインを抑制し、これらを低レ
ベルで維持することで我々の身体を守り、「炎症性老化」と呼ばれる全身炎症とたた
かい、老化の兆候に対処するための重要な役割を果すことができます。
　また一方で、ＦＰＰは、SODやグルタチオン ペルオキシダーゼのような抗酸化酵
素の活性を高めることができ、この特性は数多くの臨床研究で裏付けられています。
酸化ストレスは、慢性肝炎、委縮性胃炎、アルツハイマー病、パーキンソン病、動
脈硬化症、癌などの多くの加齢に伴う慢性変性疾患における重要な要因です。ＦＰ
Ｐは、酸化ストレスとたたかうことで我々の身体を守り、これらの変性疾患のリス
クを低減することができます。
　年を取ると免疫システムは低下しますが、ＦＰＰは免疫システムの潜在能力を強
化することで、感染リスクから我々を守ることが、臨床研究により証明されています。
　最近のオハイオ大学の研究で、ＦＰＰがミトコンドリアのエネルギー産生（ATP）
を高めることが証明されました。このエネルギー産生のプロセスも加齢とともに低
下します。ＦＰＰは、身体の代謝に必要なエネルギー産生を助けることにより、疲
労からの身体の回復を助けます。
　ＦＰＰは、加齢にともなう抗酸化システムや免疫システムの低下から我々を守る
ことができるだけではなく、「炎症性老化（加齢に伴い、増加する慢性の全身炎症）」
から我々を守り、老化による衰弱から我々の身体を守ることができる非常にユニー
クな食品です。
　ＦＰＰは、健やかな長寿を維持するための最高の選択肢の一つと申せましょう。

大里研究所  所長　ピエール・マンテロ博士

2014 年　第17回 FFC国際会議　サンディエゴ大学（サンディエゴ）
2014 年、11月18－19日、サンディエゴで行われた第17回 FFC国際会議に大里研究所のフランシスコ・マロッ
タ教授とアメリ・マンテロが招待され、FPPについて発表しました。アメリ・マンテロはインフルエンザや風邪のような
症状への自然なアプローチとFPPのバックグラウンドについて説明。マロッタ教授は上気道感染症についての研究
結果や、FPPによる職業性ストレスについての興味深い結果、レドックスバランスの遺伝子発現の制御、糖尿病に
おける創傷治癒の改善等について話しました。
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Immun' Âge and Inflammaging  （ＦＰＰと炎症性老化）
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